朝倉市防災会議会議録

１　日　時　

平成２８年２月１６日（火曜）午後１時００分～午後２時００分

２　場　所

　朝倉市役所別館２階第１会議室
３　出席者

　委員　　森田俊介（朝倉市長）、大野誠（筑後川河川事務所長代理　副所長）、大西昌弘（陸上自衛隊小郡駐屯地第９施設群長）、小島広行（朝倉県土整備事務所長代理　副所長）、檜物勉（朝倉農林事務所長代理　副所長）、川島雄士（朝倉警察署長代理　警備課員）、大楠喜彦（甘木・朝倉消防長）、片山潔（朝倉市副市長）、宮地ミドリ（朝倉市職員）、森田和枝（朝倉市職員）、宮﨑成光（朝倉市教育長）、山内明（朝倉市消防団長）、原田進（九州電力㈱甘木配電事業所長）、井本五男（朝倉市自主防災会会長会会長）　　　　　委員計　１４名
事務局　 堀内善文（総務部長）、中村敬一郎（消防防災課消防防災係長）、矢野智大（消防防災課主査）　　　　事務局計　３名
　　　　　※草場千里（消防防災課長）欠席
地域防災計画改訂業務受託業者　　応用地質株式会社　２名
４　会議録
　司会進行：【中村消防防災係長】
（１）開会のことば【堀内総務部長】
（２）委嘱状交付
今回、九州電力㈱の組織改編に伴い、委員に変更が生じているため、１名に対して辞令を交付する。
（３）会長あいさつ【森田市長】
（４）委員紹介

　　森田市長より時計回りに委員自己紹介。次に随行者。最後に事務局も自己紹介。
（５）協議・報告事項

　議長：【森田市長】
　ア　朝倉市地域防災計画　改定案の協議【中村消防防災係長】
　　　資料１－１、１－２に沿って説明。修正の目的および修正のポイントとして、上位計画等の修正点の反映や市の防災上の独自修正、構成の簡素化等について説明。
イ　パブリックコメントの実施方法【中村消防防災係長】
　　資料２に沿って説明。平成28年2月22日～平成28年3月14日でパブリックコメントを実施する。
　ウ　質疑応答・意見交換
　　●【大野委員代理（筑後川河川事務所長代理）より（事前にいただいていたご指摘）】
　　　　　朝倉市地域防災計画の新旧対照表（資料１－２）について、P203～205の「避難勧告・指示等の基準」において「ウ　河川のはん濫注意水位突破や水路等がオーバーフローし、洪水のおそれがあるとき」と記載があるが、避難勧告・指示の場合は「河川のはん濫危険水位」ではないか？
　　　⇒【事務局より】
　　　　　本節の構成を変更させることで整理をしたい。
　　●【井本委員（自主防災会会長会会長）より】
　　　　　パブリックコメント後に、再度、この防災会議を開くのか？
　　⇒【事務局より】
　　　　　パブリックコメントを経て計画の根本を変更せざるを得ない状況になれば、再度防災会議を開催して、委員の皆さまのご意見をうかがうべく調整したいが、パブリックコメントはあくまで計画作成に向けての参考として実施するものであるから、計画の内容について大幅な変更が無ければ再度の防災会議の開催は考えていない。
●【大西委員（自衛隊小郡駐屯地第９施設群長）より】
　　　　　追加資料にもとづき、先般１月の大雪に伴う陸上自衛隊小郡駐屯地第９施設群の災害派遣の概要（大牟田市への給水支援）について実施報告。今後も連携を深めていきたい。
（６）閉会のことば【堀内総務部長】
